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アイデア発想に至った経緯

本技術の仕組み

本技術の効果

・警視庁のデータにより令和5年度の交通事故の統計は歩行中の死者数が高い傾向にある。(図1参照)

・車両の交差点付近の事故率を減少させる。(図3参照)

・電子デバイスが普及した現在、スマートフォンを活用し事故を防止する。(図2参照)

図1 令和5年度 交通事故統計 図2 情報通信機器の世帯保有率の推移
図3 年齢層別事故類型別歩行中死者数
（第１・第２当事者）【令和５年】

具体例：
スマートフォンを所持している人物をカーナビに投影し、ピラーやサイドミラーで映らない死角をカーナビやヘッド
アップディスプレイで補助する。

アイデア ： スマートフォンが発している電磁波を利用して、人の位置の可視化する。

〇巻き込み事故の減少

※携帯電話の通信には、700MHzの電磁波が使用され
ているので、700MHzのみ感知するように設定する。

・AIの解析技術を組み合わせることによって、死角部分の人物に早期
発見でき、気を付けなければいけない事故多発箇所・時間帯・曜日な
どの情報も事前に知ることができ事故防止に役立つと考えている。本
技術を近未来の自動運転にも実装することでより効果的である。

・電磁波混線の問題が解決した後には、信号機だけではなく電信
柱にも設置し、図4のような事例にも対応できると考えている。

図4 飛び出しによる事故例
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※スマートフォンの電磁波は直進性が高いのがメリットでもあり、デ
メリットでもある。

※信号機にスマートフォンの電磁波を受け取る受信機とヘッドアップ
ディスプレイに発信する発信器を装着。

〇飛び出し事故の減少

※運転手と歩行者の脳波を信号機が受け取り、𝜃=4～7Hzはの周波数を
感知する。この周波は眠いという周波数なので運転手に注意力が散漫
になっていることを通知して事故を未然に防止できる。

○運転手と歩行者の集中力低下
の警告を行い事故を防止する

・・・注意力が低い人

※信号機の半径2.0m以内のみの感知とする。

計 258人

※脳波と電磁波は異なる受信機で受信する。

信号機を通し、GPS情報
をヘッドアップディスプ
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